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審   査   の   要   旨 
 
本研究により、幼生イモリとアホロートル（幼形成熟）が、ともに筋再生のために衛星細胞
を用いることが明らかになった。また、共通のマスタープラン（あるいはコンセプト）に基づ
いて肢を再生させていることもわかってきた。これらの結果は、両生類が一般にもつ幼生期の
肢再生能力が、両生類の共通祖先（すなわち、四肢動物の共通祖先）において獲得されたもの
であるという仮説を支持するとともに、ヒトを含む四肢動物の肢（手足）再生のマスタープラ
ンの理解に向けて、両生類研究の重要性を示すものとして重要である。また、四肢動物は一般
に、変態あるいは陸地環境に適応した体制を獲得すると肢再生の能力を低下させるか完全に失
う。一方、イモリは変態後でも肢を完璧に再生できる。本研究の結果は、その核となるメカニ
ズムが脱分化・リプログラミングであることを明確に示すとともに、この能力がイモリ固有の
再生戦略として進化した可能性を強く示唆している。このことが「なぜイモリが例外的に高い
再生能力をもつのか」という250年来の謎に対する一つの答えであろう。以上のことから、本研
究が基礎生物学や再生生理学に与えるインパクトはたいへん大きく、イモリ再生因子の解明や、
人体の組織を自己再生させる今後の研究に対して理論的根拠を与えるものとして重要である。 
平成29年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
